
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ
の
一
年
を
思
い
返
し
て
み
ま
す

と
、
社
会
全
体
が
制
限
か
ら
緩
和
の
方

向
へ
向
か
っ
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
ま

だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

の
に
ら
み
合
い
が
続
き
、
気
の
休
ま
ら

な
い
一
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
長
女
が
小
学
校
最
終
学
年
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
行
事
一
つ
一
つ
が
近
づ

く
た
び
、
「
ど
う
か
無
事
に
開
催
で
き

ま
す
よ
う
に
」
と
祈
る
よ
う
な
気
持
ち

で
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
も
あ
り
、
予
定
し
て
い

た
行
事
は
概
ね
全
て
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
、
無
事
に
今
年
度
を
終
了
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
一
年
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と

い
う
大
役
を
お
任
せ
い
た
だ
き
、
一
保

護
者
と
し
て
は
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
側
面
か
ら
学
校
と
の
接
点
を
持
た

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
方
だ
け

で
な
く
、
保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆

様
な
ど
多
く
の
支
え
の
中
に
子
ど
も

た
ち
の
学
校
生
活
が
あ
る
こ
と
を
改

め
て
感
じ
る
良
い
機
会
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ご
迷
惑
や
ご
心
配
を

お
か
け
し
た
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
が
、
多
く
の
方
に
ご
支
援
を
い 

本
校
に
は
日
常
的
に
た
く
さ
ん
の
地
域
の
先
生
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
が
お
越
し
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
校
舎
内
の
消
毒
を
し
て
く

だ
さ
る
感
染
症
対
策
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
渡
邊
様
・
古
屋
様
、
読
み
聞

か
せ
を
し
て
く
だ
さ
る
渡
邊
様
・
髙
橋
様
・
そ
よ
か
ぜ
さ
ん
、
図
書

室
の
飾
り
付
け
や
本
の
整
理
を
し
て
く
だ
さ
る
伊
藤
様
・
草
薙
様
・

大
友
様
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
て
く
だ
さ
る
髙
橋
様
、
さ
つ
ま

い
も
畑
を
管
理
し
て
く
だ
さ
る
小
林
様
、
花
壇
や
田
植
え
・
稲
刈
り
、

ミ
シ
ン
等
の
指
導
を
し
て
く
だ
さ
る
が
っ
こ
茶
の
皆
様
・
斉
藤
様
・

佐
藤
様
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
指
導
を
し
て
く
だ
さ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
、
サ
ギ
や
鮭
の
遡
上
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
等
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
る
鈴
木
様
、
器
楽
部
を
指
導
し
て
く
だ
さ
る
音
楽
関
係
者
の
皆
様
、

登
校
時
の
見
守
り
を
し
て
く
だ
さ
る
交
通
安
全
会
の
皆
様
、
ス
キ
ー

を
指
導
し
て
く
だ
さ
る
神
岡
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
様
、
そ
し
て
、
地

域
の
先
生
と
学
校
を
つ
な
い
で
く
だ
さ
る
コ
ラ
ボ
・
ス
ク
ー
ル
推
進

委
員
の
皆
様
、
神
岡
地
域
学
校
協
働
本
部
の
皆
様
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
皆
様
等
々
、
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
た

地
域
の
事
業
所
の
皆
様
に
も
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
で
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
地
域
一
体
と
な
っ
た
取
組
の
成
果
と
感
じ
た
の
が
、

一
月
に
公
表
さ
れ
た
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
で
す
。
本
校
児
童
は
、
殆

ど
の
学
年
で
県
や
国
の
平
均
を
上
回
り
、
良
好
な
結
果
を
収
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
体
育
の
授
業
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
や
各
家
庭
の
運
動
へ
の
理
解
、
だ
け
っ
こ
園
等
で
の
運
動

の
重
視
、
地
域
の
運
動
施
設
や
外
遊
び
で
き
る
公
園
等
が
充
実
し
て

い
る
こ
と
等
、
多
く
の
要
因
が
結
び
つ
い
た
成
果
と
感
じ
ま
す
。 

 

本
校
は
今
後
も
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
と
し
て
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
深
め
、
そ
の
中
で
子
ど
も
た
ち
に
、
担
い
手
と
し
て

の
自
覚
と
高
い
志
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
ご
支
援
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

た
だ
き
何
と
か
一
年
間
活
動
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

先
日
、
昨
年
十
月
に
亡
く
な
っ
た
元

プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
の
ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木

さ
ん
の
テ
レ
ビ
特
集
を
見
て
、
彼
の
何

事
も
や
り
抜
く
と
い
う
意
志
力
に
感

銘
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
彼
の
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
元
気
が
あ
れ
ば
何

で
も
で
き
る
」
と
い
う
言
葉
を
多
く
の

方
が
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
。 

今
後
も
、
感
染
症
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
困
難
が
降
り
か
か
っ
て
く
る

場
面
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、「
元
気
が
あ
れ
ば
何
で
も
で
き
る
」

精
神
で
、
子
ど
も
た
ち
が
心
や
身
体
を

健
や
か
に
保
ち
、
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

し
て
、
今
年
度
の
振
り
返
り
の
結
び
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
年
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

今
年
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
学
校
行
事

が
縮
小
に
な
り
、
楽
し
く
元
気
良
く
学
校
行
事
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
以
前
の
よ
う
な
行

事
に
戻
る
こ
と
を
願
い
ま
す
が
、
制
限
さ
れ
た
活
動

の
中
で
も
子
ど
も
達
が
一
生
懸
命
取
り
組
め
る
よ

う
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

今
回
の
会
報
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
各
専
門
部
長
の
事
業
報

告
に
替
え
て
、
子
ど
も
た
ち
に
一
年
を
振
り
返
っ
て

も
ら
っ
た
作
文
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達

の
成
長
を
垣
間
見
な
が
ら
も
、
平
凡
な
日
常
を
一
日

も
早
く
取
り
戻
し
た
い
と
願
う
気
持
ち
で
す
。 

 

最
後
に
会
報
発
行
に
あ
た
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご

協
力
ご
支
援
頂
い
た
皆
様
方
、
そ
し
て
こ
の
度
ご
執

筆
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 
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「一年を振り返って」 １年部長 佐藤 和弥 
 令和４年度を振り返りますと、学習発表会での劇「どり

いむむらのももたろう」、運動会での６０メートル走や玉入

れ等、コロナ禍にも関わらず、たくさんの活動を行うこと

が出来ました。子ども達はこれらの活動を通して、挑戦す

る大切さ、みんなと協力して困難を乗り越える喜びを学ん

だことと思います。また、様々な行動が制限された時期で

あったからこそ、活動の一つ一つがかけがえのない思い出

となりました。 

最後に、皆様のご指導ご協力に心

から感謝するとともに、来年度も

「どりいむ」学年３２名が夢に向か

って、うさぎのように飛躍できるよ

う、応援していきたいと思います。

一年間ありがとうございました。 

 

「一年を振り返って」 ２年部長 今野 和明 

 この一年間を振り返りますと、新型コロナで自粛してき

た行事が徐々に再開されて、子ども達の笑顔が多く見られ

るようになったと思います。特に学習発表会では、元気に大

きな声で、仲間たちと協力しながら一つの作品を作り上げ

ていく姿に大きな感動をもらいました。 

 最後になりますが、学年部長として、皆様にご迷惑をおか

けしたことが多々あったと反省しております。特に、学校行

事は、先生方、保護者の皆様方のお力がなければ成功させる

ことができませんでした。この場を借りて深く心より感謝

いたします。 

 にじ学年が虹の架け橋に向か

って、力強く未来に羽ばたいてい

けるように願っております。一年

間ありがとうございました。 

「トライ学年の三年目」 ３年部長 佐々木 琢 
 今年度も元気いっぱいのトライ学年の子ども達。授業参観

での英語の学習は、私の時代では中学校から習うことだった

ので、今の子ども達の勉強には感心させられる出来事でし

た。学習発表会では、短期間で練習した演劇を披露して、保

護者や家族の方々に感動を与えてくれました。運動会では、

去年より長い距離を全力で走る姿を。そして、昨年は中止に

なったスキー教室においては、ゲレンデを楽しく滑走する姿

が見られて本当に良かったです。 

 現在も続くコロナ禍ではあります

が、子ども達の元気で健康な姿を見ら

れますように、先生方を始め保護者の

皆様、これからもよろしくお願い致し

ます。 

 

「一年を振り返って」 ４年部長 中屋 和美 
 ここ数年の生活は、コロナと共にあります。学校生活も制

限のもとに成り立っていて、最近でこそ緩和されてきてい

ますが、子ども達にとっては、堅苦しいものだったと思いま

す。大人でも辟易している中、元気に学校生活を送る姿に頼

もしさを感じるほどでした。これもひとえに先生方、保護者

の皆様のお力添えがあってのことだと思います。 

 多感な時期に、以前とは違う日々を乗り越えてこられた

ことは、これから先の成長の糧となるはずです。 

 みらい学年の皆さん、あなた

達の明るさ・元気さは、何もの

にも代えがたい宝物です。これ

から先の活躍を側で見ていける

ことを楽しみにしています。一

年間ありがとうございました。 

「ー年を振り返って」 ５年部長 佐々木 野々香 
 振り返れば、限られた時間の中で思うように活動が出来

なかったこの一年。保呂羽山での学習を通じて、改めて仲

間との関わりを学んだことと思います。子ども達を見れば、

心なしか最高学年に向けて頼もしい姿を映し出してくれて

います。学習や行事は、大きな経験となり、成長へつなが

ったことと思います。これも日頃より御指導頂いておりま

す先生方をはじめ、保護者の皆様のお力添えがあったお陰

だと思います。次年度を迎えるにあたり、大空学年の子ど

も達一人一人が、「大空」へと大きく羽ばたき飛躍できる一

年となるよう、引き続きサポートしていきたいと思います。 

最後になりましたが、皆様からの

温かいご協力に心から感謝いたしま

す。有難う御座いました。 

 

「一年を振り返って」 ６年部長 加賀屋 麻衣子 
 太陽学年の皆さん、卒業おめでとうございます。コロナ禍

で最後の小学校生活がどうなっていくのか心配なまま始ま

った一年でしたが、種目を増やした運動会の開催や子ども

達の「行きたい！やりたい！」を優先して連れて行ってくれ

た修学旅行など、先生方のおかげで心に残る一年になった

と思います。 

 １２月の授業参観では、タブレットを使った座右の銘の

発表に感動しました。体ばかりでなく心の成長を感じるこ

とができました。４１人のそれぞれの個性に寄りそって、ご

指導してくださった先生方に感謝

の気持ちでいっぱいです。これから

先、自分で決めた座右の銘と感謝の

気持ちを忘れずに歩んでいってほ

しいと思います。６年間ありがとう

ございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ねんせい どりいむ学年 

 

  

 

 

やまうら たけし 
 ぼくは、学しゅうはっぴょう会

が一ばんたのしかったです。ぼ

くたちは「どりいむ村のももたろ

う」をやりました。がいくんともも

をうごかすのがおもしろかった

です。ぼくはおにのやくをやりま

した。おにになったときは、おに

のみんなとこえをあわせたり、

おんがくにあわせおどったりす

ることがたのしかったです。 

こんの えみ 
 わたしは、うんどうかいの「あめ

うりぶし」をおどるのがたのしかっ

たです。「あめうりぶし」は、はじ

めておどりました。さいしょはむ

ずかしかったけど、やすみじかん

きょうしつで、ともだちとたくさん

おどりました。するとおぼえること

ができました。ともだちとおどるの

もとてもたのしかったです。ほん

ばんもじょうずにおどることがで

きました。２年生もたのしみです。 

すず木 しのん 

 わたしの２年生の一番の

思い出は学習はっぴょう会

です。わたしは，ナレーター

とめずらしい魚のやくでし

た。きんちょうするとしっぱ

いしそうだったので，何回も

れん習をしました。本番で

は，じしんをもって自分のせ

りふを言えてうれしかったで

す。３年生の学習はっぴょう

会もがんばりたいです。 

ほりえ たつき 

 ぼくは，スキーでうまくま

がれるようになったことがう

れしかったです。ファミリー

スキー場のスキー学習で

は，はんのみんなとみんな

でならんですべりました。と

もだちといっしょにすべるの

は，とても楽しかったです。

こんどは，大台スキー場や

田ざわこスキー場で長くす

べってみたいです。 

佐々木 凜愛 
 わたしは、スキー学習が心にのこっています。前はこわくて

一番上からすべることができませんでした。今年は、スキーが

大好きになるようあきらめずにがんばりました。すると、一人で

下までおりてくることができ、すごくうれしかったです。友だちに

「すごいね。」といってもらって、じしんがつきました。また、みん

なとスキーに行きたいです。 

佐々木 望絵 

 わたしが３年生になって一番思い出にのこっているがんばっ

たことは、字をきれいに書くことです。さいしょは、きれいに書

きたかったけど、なかなかうまく書けませんでした。でも、たくさ

ん練習をしたら、上手に書けるようになりうれしかったです。自

分の字に自信がもてました。これからも字をたくさん練習して、

もっと自信をもてるようになりたいです。 

中屋 菜々葉 
 わたしが一番心に残っている行事は、運動会です。だるま

運びリレーをするのが楽しかったです。最初はうまくできな

かったけれども、友だちからやさしくアドバイスをもらってで

きるようになったので、うれしかったです。あめうり節では、

まちがえずにおどることができたのでよかったです。来年の

運動会もがんばりたいです。 

福田 大晟 

 ぼくが心に残っている行事は、スキー学習です。２人の先

生にたくさんのことを教えてもらいました。たとえば、ストック

の正しい持ち方やすべっているときのスピードのおとし方で

す。教えてもらったことを意しきできたのでよかったです。と

ても楽しみながらすべれました。また、楽しくスキーがすべ

れるようにもっと上手になりたいです。 

今 慶吾 

 ぼくは、保呂羽山での自然学習が思い出に残りました。

とくに、カヌーとナイトハイクが楽しかったです。カヌーで

は、１回も落ちずに楽しくできました。ナイトハイクでは、先

生たちがおどろかせてきてびっくりしたけど、みんなで歌を

歌いながら、協力しあってもどってこられました。ハラハラ

したけど、カヌーもナイトハイクも楽しかったです。 

 

塩寺 乙斗 
 私が５年生でがんばったことは、委員会です。私は給食委員です。

給食のこんだてを１週間言う人をきめてやっています。注意すること

は、こんだてを大きい声で言うことです。はじめは、「もうちょっと大き

い声でやって」と言われて、今は前よりも声がでてきてると思いまし

た。給食委員会は、こんだてだけじゃなく、ホワイトボードやストロー

のほじゅうもやっています。みんなのための大切な仕事なので、来

年もがんばりたいです。 

 

木村 和希 
 私の思い出は修学旅行です。その中で一番心に残ってい

ることは、ホテルでのことです。夜ご飯と朝ご飯のビュッフェ

では、食べ物が作りたてで、とてもおいしかったです。その

後、早朝のことです。友達の部屋のテレビがおかしくなりまし

た。そして、少ししてから部屋に戻ろうとしたら、カードキーが

使えなくなるという事件も起きました。修学旅行らしいハプニ

ングがいっぱいで、楽しい修学旅行になりました。 

藤井 珀 
 僕の心に残ったことは修学旅行です。その中で一番楽しかった

のは、何と言ってもラウンドワンで遊んだことです。そこでは、友

達と一緒にサッカーやバスケットボールなどをやったり、インベー

ダーというゲームをやって高得点をとったりするなど、時間いっぱ

い思い出に残る活動が出来ました。最後までみんなと楽しく過ご

せた修学旅行でした。 

２ねんせい にじ学年 

３年生 トライ学年 ４年生 みらい学年 

５年生 大空学年 

６年生 太陽学年 


